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（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2027年３月期第１四半期 6,322 △7.1 △533 － △616 － △465 －

2026年３月期第１四半期 6,808 71.6 195 － 139 － 2,283 －

（注）包括利益 2027年３月期第１四半期 △223百万円（－％） 2026年３月期第１四半期 2,183百万円（－％）

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2027年３月期第１四半期 △15.92 －

2026年３月期第１四半期 112.55 106.97

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2027年３月期第１四半期 36,257 15,966 35.9

2026年３月期 32,888 16,256 40.6

（参考）自己資本 2027年３月期第１四半期 13,046百万円 2026年３月期 13,339百万円

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2026年３月期 － 30.00 － 3.00 33.00

2027年３月期 －

2027年３月期（予想） 0.00 － 3.00 3.00

（％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第２四半期（累計） 16,896 18.8 638 50.8 520 71.9 13 △99.6 0.45

通期 34,386 14.1 1,290 138.9 1,091 552.3 61 △97.8 2.08

１．2027年３月期第１四半期の連結業績（2026年４月１日～2026年６月30日）

（２）連結財政状態

２．配当の状況

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無：無

３．2027年３月期の連結業績予想（2026年４月１日～2027年３月31日）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無：無



①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 2027年３月期１Ｑ 29,385,000株 2026年３月期 29,385,000株

②  期末自己株式数 2027年３月期１Ｑ 137,780株 2026年３月期 123,780株

③  期中平均株式数（四半期累計） 2027年３月期１Ｑ 29,241,553株 2026年３月期１Ｑ 20,290,420株

※  注記事項

（１）当四半期連結累計期間における連結範囲の重要な変更：有

新規  1社  （社名）デジタルアセット証券株式会社、除外  1社  （社名）株式会社イクヨトレーディング

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用：無

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更        ：無

②  ①以外の会計方針の変更                      ：無

③  会計上の見積りの変更                        ：無

④  修正再表示                                  ：無

（４）発行済株式数（普通株式）

※  添付される四半期連結財務諸表に対する公認会計士又は監査法人によるレビュー：無

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

（将来に関する記述等についてのご注意）

　本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判

断 する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。実際の業績等は

様々な 要因により大きく異なる可能性があります。なお、業績予想に関する事項については、添付資料２ページ

「１．経営 成績等の概況（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。
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１．経営成績等の概況

（１）当四半期の経営成績の概況

当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、個人消費に持ち直しの動きがみられるなど、景気は緩やかに

回復しております。先行きにつきましても、雇用・所得環境の改善や各種政策の効果が緩やかな回復を支えること

が期待されます。一方で、引き続き中東情勢の影響を注視する必要があるほか、金融資本市場の変動の影響などに

も注意が必要な状況となっております。

当社グループの関係する自動車業界におきましては、国内の新車販売や生産に持ち直しの動きがみられる一方、

海外では米国が堅調な半面、中国経済が減速するなど地域により明暗が分かれる状況が続いております。

主要顧客である完成車メーカーの収益には改善の動きがみられるものの、物価上昇に伴うインフレや中東情勢な

どの地政学リスクを背景とした諸経費の増加が、部品サプライヤーを含めた業界全体の経営環境の不透明感を高め

ております。

こうした環境のもと、主力の自動車部品事業におきましては、原材料価格の高騰等が利益を押し下げる要因とな

っております。これに対し、当社グループでは主要顧客である完成車メーカーとの間で継続的かつ適切な価格転嫁

協議を進めており、コスト増の影響額軽減に努めております。生産体制においては、高収益を誇る中国子会社の生

産技術を採り入れ、同社による日本国内での展開を検討するなどグループ全体の収益性向上に向けた戦略を推進し

ております。また、グローバルな成長を見据え、子会社であるイクヨオートモーティブ株式会社の米国上場を目指

す準備を進めております。

新規事業領域においては、将来の中核事業育成に向けた外部アライアンスを着実に進めております。製造ライン

への人型ロボット導入の検討を開始したほか、子会社の株式会社タマダイを通じて新都ホールディングス株式会社

と業務提携を締結いたしました。本提携により、神奈川県に環境配慮型の最新プラントを構築し、脱炭素（GX）化

に大きく寄与する再生アルミ合金塊の共同生産事業を推進いたします。Web３・フィンテック領域では、新たにデ

ジタルアセット証券株式会社の取得を実施し、ステーブルコイン決済プラットフォーム構築等の次世代投資を継続

しております。

この結果、当第１四半期連結累計期間における売上高は6,322百万円（前年同期比7.1％減少）、営業損失533百

万円（前年同四半期は営業利益195百万円）、経常損失616百万円（前年同四半期は経常利益139百万円）、親会社

株主に帰属する四半期純損失465百万円（前年同四半期は親会社株主に帰属する四半期純利益2,283百万円）となり

ました。

（２）当四半期の財政状態の概況

（資産）

当第１四半期連結会計期間末における流動資産は17,641百万円となり、前連結会計年度末に比べ2,359百万円増

加しました。主な内訳は、信用取引資産が3,756百万円増加したこと等によるものです。有形固定資産は8,978百万

円となり、前連結会計年度末に比べ16百万円減少しました。主な内訳は、機械装置及び運搬具が149百万円増加、

工具器具及び備品が138百万円減少したこと等によるものです。無形固定資産は4,926百万円となり、前連結会計年

度末に比べ956百万円増加しました。主な内訳は、のれんが970百万円増加したこと等によるものです。投資その他

の資産は4,711百万円となり、前連結会計年度末に比べ69百万円増加しました。主な内訳は、投資有価証券が1,469

百万円増加、その他が1,400百万円減少したこと等によるものです。

この結果、資産合計は36,257百万円となり、前連結会計年度末に比べ3,368百万円増加しました。

（負債）

当第１四半期連結会計期間末における流動負債は13,636百万円となり、前連結会計年度末に比べ3,808百万円増

加しました。主な内訳は、信用取引負債が3,543百万円増加したこと等によるものです。固定負債は6,619百万円と

なり、前連結会計年度末に比べ184百万円減少しました。主な内訳は、長期借入金が151百万円減少したこと等によ

るものです。

この結果、負債合計は20,290百万円となり、前連結会計年度末に比べ3,658百万円増加しました。

（純資産）

当第１四半期連結会計期間末における純資産は15,966百万円となり、前連結会計年度末に比べ289百万円減少し

ました。主な内訳はその他有価証券評価差額金が122百万円増加、為替換算調整勘定が147百万円増加、利益剰余金

が553百万円減少したこと等によるものです。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

　連結業績予想につきましては、2026年５月15日に「2026年３月期 決算短信」で公表いたしました通期の連結業

績予想から変更しておりません。
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　当第１四半期において業績予想の修正を行わない理由といたしましては、主に以下の３点となります。

　第一に、中東情勢の緊迫化などを背景とした原材料価格等の高騰に対し、現在、顧客への価格転嫁に向けた交渉

を鋭意進めている段階であり、今後の業績への寄与を見極める必要があるためです。

　第二に、2026年８月４日付「事業譲受に関するお知らせ」にて開示いたしましたとおり、株式会社EVモーター

ズ・ジャパンからの事業譲受を決議しており、本件が今後の当社の連結業績に与える影響について、現在詳細な精

査を行っているためです。

　第三に、米国上場に向けた準備に伴い発生する年間費用の見通しについて、現在精査を行っている段階であるた

めです。

　以上の理由から、現段階において今後の業績に与える影響を合理的に見積もることが困難であるため、前回発表

の業績予想を据え置いております。今後、精査の進捗により業績予想の修正が必要となった場合には、速やかに開

示いたします。
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（単位：千円）

前連結会計年度
(2026年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2026年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 5,381,302 4,473,981

受取手形及び売掛金 5,768,126 4,456,793

電子記録債権 219,412 6,601

商品及び製品 489,410 466,821

仕掛品 635,020 745,992

原材料及び貯蔵品 1,186,512 1,468,414

前払金 286,815 176,187

信用取引資産 - 3,756,434

その他 1,314,841 2,090,073

流動資産合計 15,281,441 17,641,301

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 11,129,326 11,221,018

減価償却累計額 △8,065,882 △8,129,474

建物及び構築物（純額） 3,063,443 3,091,544

機械装置及び運搬具 8,683,804 9,037,136

減価償却累計額 △6,785,585 △6,989,448

機械装置及び運搬具（純額） 1,898,218 2,047,688

工具、器具及び備品 31,935,448 31,996,744

減価償却累計額 △29,512,160 △29,712,054

工具、器具及び備品（純額） 2,423,287 2,284,689

土地 1,460,122 1,467,051

リース資産 241,367 108,071

減価償却累計額 △201,240 △60,016

リース資産（純額） 40,126 48,054

建設仮勘定 110,124 39,454

有形固定資産合計 8,995,324 8,978,481

無形固定資産

のれん 1,458,679 2,429,007

その他 2,510,532 2,497,079

無形固定資産合計 3,969,212 4,926,087

投資その他の資産

投資有価証券 1,971,348 3,440,976

長期貸付金 7,500 7,500

その他 2,663,198 1,262,669

投資その他の資産合計 4,642,047 4,711,145

固定資産合計 17,606,583 18,615,714

資産合計 32,888,024 36,257,015

２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表
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（単位：千円）

前連結会計年度
(2026年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2026年６月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 2,883,005 2,810,220

短期借入金 1,188,002 1,204,962

１年内返済予定の長期借入金 1,841,006 1,637,604

未払法人税等 555,416 77,900

賞与引当金 84,643 105,472

未払費用 596,648 643,279

前受金 578,981 562,475

信用取引負債 - 3,543,562

その他 2,100,326 3,051,195

流動負債合計 9,828,029 13,636,671

固定負債

長期借入金 1,880,600 1,729,033

退職給付に係る負債 639,710 644,316

資産除去債務 2,345,980 2,356,825

繰延税金負債 1,911,412 1,837,928

その他 26,291 51,804

固定負債合計 6,803,993 6,619,907

特別法上の準備金

金融商品取引責任準備金 - 34,100

特別法上の準備金合計 - 34,100

負債合計 16,632,023 20,290,679

純資産の部

株主資本

資本金 4,749,018 4,749,018

資本剰余金 2,534,945 2,536,518

利益剰余金 5,458,181 4,905,187

自己株式 △50,335 △60,989

株主資本合計 12,691,809 12,129,734

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 △75,046 47,888

為替換算調整勘定 631,690 778,790

退職給付に係る調整累計額 90,674 90,361

その他の包括利益累計額合計 647,318 917,040

新株予約権 10,344 10,344

非支配株主持分 2,906,528 2,909,217

純資産合計 16,256,001 15,966,336

負債純資産合計 32,888,024 36,257,015
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（単位：千円）

 前第１四半期連結累計期間
(自　2025年４月１日
　至　2025年６月30日)

 当第１四半期連結累計期間
(自　2026年４月１日
　至　2026年６月30日)

売上高 6,808,756 6,322,282

売上原価 5,708,337 5,648,050

売上総利益 1,100,418 674,232

販売費及び一般管理費 904,470 1,207,575

営業利益又は営業損失（△） 195,947 △533,343

営業外収益

受取利息 6,667 10,648

受取配当金 5,155 6,333

その他 7,521 13,858

営業外収益合計 19,344 30,840

営業外費用

支払利息 33,288 25,415

為替差損 36,572 -

暗号資産運用損 - 83,797

その他 5,729 5,107

営業外費用合計 75,590 114,320

経常利益又は経常損失（△） 139,701 △616,823

特別利益

固定資産売却益 7,019,800 873

投資有価証券売却益 - 143,973

特別利益合計 7,019,800 144,847

特別損失

固定資産除売却損 - 3

減損損失 2,575,214 -

特別損失合計 2,575,214 3

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期

純損失（△）
4,584,287 △471,979

法人税、住民税及び事業税 2,236,172 125,424

法人税等調整額 △91,642 △45,359

法人税等合計 2,144,530 80,064

四半期純利益又は四半期純損失（△） 2,439,756 △552,044

非支配株主に帰属する四半期純利益又は非支配株主

に帰属する四半期純損失（△）
155,995 △86,380

親会社株主に帰属する四半期純利益又は親会社株主

に帰属する四半期純損失（△）
2,283,761 △465,663

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）
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（単位：千円）

 前第１四半期連結累計期間
(自　2025年４月１日
　至　2025年６月30日)

 当第１四半期連結累計期間
(自　2026年４月１日
　至　2026年６月30日)

四半期純利益又は四半期純損失（△） 2,439,756 △552,044

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △3,539 122,934

為替換算調整勘定 △248,367 205,940

退職給付に係る調整額 △3,995 △313

その他の包括利益合計 △255,902 328,562

四半期包括利益 2,183,854 △223,481

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 2,049,107 △195,942

非支配株主に係る四半期包括利益 134,746 △27,539

（四半期連結包括利益計算書）
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　該当事項はありません。

（連結の範囲の重要な変更）

　　　当第１四半期連結会計期間において、デジタルアセット証券株式会社の株式を取得したことにより、連結の範囲

　　に含めております。また、株式会社イクヨトレーディングは重要性が低下したため、連結の範囲から除外しており

　　ます。
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（単位 : 千円）

報告セグメント
その他（注） 合計 調整額

四半期連結財
務諸表計上額自動車部品 計

売上高

外部顧客への売上高 6,807,756 6,807,756 1,000 6,808,756 - 6,808,756

セグメント間の内部

売上高又は振替高
- - - - - -

計 6,807,756 6,807,756 1,000 6,808,756 - 6,808,756

セグメント利益又は損

失（△）
199,342 199,342 △3,395 195,947 - 195,947

（単位 : 千円）

報告セグメント その他
（注）１

合計
調整額

（注）２

四半期連結財
務諸表計上額

（注）３自動車部品 計

売上高

外部顧客への売上高 6,309,158 6,309,158 13,124 6,322,282 - 6,322,282

セグメント間の内部

売上高又は振替高
- - - - - -

計 6,309,158 6,309,158 13,124 6,322,282 - 6,322,282

セグメント利益又は損

失（△）
△468,842 △468,842 △19,105 △487,947 △45,395 △533,343

（セグメント情報等の注記）

【セグメント情報】

Ｉ　前第１四半期連結累計期間（自　2025年４月１日　至　2025年６月30日）

　１.報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　　　　（注）「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、新規事業を含んでおります。

　　　　　　２.報告セグメントの変更等に関する事項

　　　　　　　（報告セグメントの利益又は損失の測定方法の変更）

　　　　　　　　該当事項はありません。

　　　　　　３.報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　　　　　　　（固定資産に係る重要な減損損失）

　　　　　　　　「自動車部品」セグメントにおいて、厚木工場の土地の譲渡及び生産性の向上に向けた新拠点への移転

　　　　　　　等の再生プランの進行に伴い、厚木工場に帰属する固定資産に係る減損損失を計上しております。なお、

　　　　　　　当第１四半期連結累計期間における当該減損損失の計上額は2,575,214千円です。

　　　　　　　（のれんの金額の重要な変動）

　　　　　　　　当第１四半期連結会計期間において、Kunshan VeriTech Automotive Systems Co, Ltd.及び株式会社

　　　　　　　タマダイの株式を取得し連結の範囲に含めたことにより、「自動車部品」セグメントにおいて、のれんが

　　　　　　　2,554,121千円増加しております。

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自　2026年４月１日　至　2026年６月30日）

　１.報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　　　　（注）１.「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、リース事業、金融事業等

　　　　　　　　　を含んでおります。

　　　　　　　２．セグメント利益又は損失（△）の調整額△45,395千円には、各報告セグメントに配分していない全社

　　　　　　　　　収益及び全社費用が含まれております。なお、全社収益は、主に各事業報告セグメントからの経営指

　　　　　　　　　導料等であり、全社費用は報告セグメントに帰属しない一般管理費等であります。

　　　　　　　３．セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益との調整を行っております。
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　　　　　　２.報告セグメントの変更等に関する事項

　　　　　　　（報告セグメントの利益又は損失の測定方法の変更）

　　　　　　　　当連結会計年度より、持株会社体制への移行に伴い、従来「自動車部品」に含めていたグループ運営に

　　　　　　　関する費用をセグメント利益又は損失の調整額に全社費用として計上する方法に変更しております。

　　　　　　　なお、前第１四半期連結累計期間のセグメント情報は、変更後の測定方法により作成することが実務上

　　　　　　　困難であるため、変更前の測定方法に基づき作成したものを記載しております。

　　　　　　　　当該変更に伴い、従来の方法に比べて「自動車部品」のセグメント損失が45,395千円減少し、調整額に

　　　　　　　全社費用45,395千円を計上しております。

　　　　　　３.報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　　　　　　　（固定資産に係る重要な減損損失）

　　　　　　　　該当事項はありません。

　　　　　　　（のれんの金額の重要な変動）

　　　　　　　　当第１四半期連結会計期間において、デジタルアセット証券株式会社の株式を取得し連結の範囲に含め

　　　　　　　たことにより、「その他」セグメントにおいて、のれんが976,232千円増加しております。
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前第１四半期連結累計期間
（自　2025年４月１日

至　2025年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　2026年４月１日

至　2026年６月30日）

減価償却費 522,647千円
　

458,202千円
　

のれん償却額 62,707千円
　

46,930千円
　

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書に関する注記）

当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四
半期連結累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）及びのれんの償却額
は、次のとおりであります。
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被取得企業の名称 デジタルアセット証券株式会社

事業の内容 金融商品取引業

（企業結合等関係）

１．持株会社体制への移行のための吸収分割

　持株会社体制への移行を目的として、当社と当社100%出資の分割準備会社であるイクヨオートモーティブ株式会社

（以下、「承継会社」といいます。）は、2026年４月１日を効力発生日として、当社のグループ経営管理事業及び資

産管理事業を除く当社が営む一切の事業に関する権利義務を承継会社に承継させる吸収分割を行っております。

（１）持株会社体制への移行の背景・目的

　当社は、これまで自動車部品の製造・販売を主軸とし、安定した事業基盤のもと成長を続けてまいりました。しか

しながら、近年の自動車業界における技術革新や市場環境の変化、さらには電動化・自動運転・カーボンニュートラ

ルといった世界的な潮流を踏まえ、M&Aによる海外展開、デジタルアセットを活用した商取引の事業化にも着手してい

ます。よって、当社グループの更なる成長を実現するためには、既存の事業領域にとらわれない柔軟な経営体制の構

築が不可欠であると考えております。こうした環境変化に対応し、グループ全体の競争力を高めるためには、持株会

社体制への移行が最適であると判断し、持株会社体制へ移行することといたしました。持株会社体制への移行によ

り、「資本政策の柔軟性」「投資家への透明性」「リスク分散」「成長戦略の機動性」「財務健全性」を高める事

で、エクイティ調達を含む資金調達力を強化し、イクヨグループのさらなる拡大を目指してまいります。

（２）本吸収分割の要旨

①本吸収分割の日程

　2025年11月26日　　　分割準備会社の設立

　2025年11月26日　　　吸収分割契約承認取締役会決議日

　2025年11月26日　　　吸収分割契約締結日

　2026年１月28日　　　吸収分割契約承認臨時株主総会

　2026年４月１日　　　吸収分割の効力発生日

②本吸収分割の方式

　当社を吸収分割会社とし、当社が100%出資するイクヨオートモーティブ株式会社を吸収分割承継会社とする吸収分

割であり、当社は引き続き上場を維持いたします。

③本吸収分割にかかる割当の内容

　本吸収分割は、完全親子会社間において行われるため無対価にて実施します。

④本吸収分割に伴う新株予約権および新株予約権付社債に関する取扱い

　該当事項はありません。

⑤本吸収分割により増減する資本金等

　本吸収分割による当社の資本金の増減はありません。

⑥承継会社が承継する権利義務

　承継会社が当社から承継する権利義務は、効力発生日において、本吸収分割にかかる吸収分割契約に定めるものを

当社から承継します。なお、承継会社が当社から承継する債務につきましては、重畳的債務引受の方法によるものと

いたします。

⑦債務履行の見込み

　当社および承継会社は、本吸収分割後も資産の額が負債の額を上回ることが見込まれており、また、負担すべき債

務の履行に支障を及ぼすような事態は現在のところ想定されていません。したがって、本吸収分割において、当社お

よび承継会社が負担すべき債務については、債務履行の見込みに問題ないと判断しております。

２．取得による企業結合

　当社は、2026年５月８日開催の取締役会において、デジタルアセット証券株式会社の発行済株式の99.7％を取得

し、子会社とする決議をいたしました。その概要は次のとおりであります。

（１）企業結合の概要

①被取得企業の名称及びその事業内容

②企業結合を行った主な理由

　当社は、新たな成長戦略に基づき、デジタル領域における事業基盤の強化および新たな収益機会の創出を目的とし

て、本株式を取得するものであります。

　デジタルアセット証券株式会社を子会社化することにより、金融商品取引業者としての機能および顧客基盤を活用

し、デジタルアセット分野における具体的な商品・サービス開発を推進してまいります。
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取得の対価　　現金 1,490百万円

取得原価 1,490百万円

　特に、暗号資産の運用やマイニング事業に加え、ステーブルコイン決済協会の設立を通じて構築を目指す決済プラ

ットフォームとの連携を図り、早期の事業化およびシナジー創出を目指します。

　また、Web３領域における外部アライアンスとの連携を強化し、技術・サービスの高度化ならびに新たなビジネス

モデルの創出を推進してまいります。

　さらに、同社の機能を活用することで、デジタルアセットを含む多様な金融商品の提供体制を整備し、顧客ニーズ

の高度化に対応してまいります。

　これにより、当社グループにおけるデジタルアセット関連事業の中核的な体制を構築し、中長期的な企業価値の向

上を図るものであります。

③企業結合日

　2026年６月24日（みなし取得日：2026年６月30日）

④企業結合の法的形式

　現金を対価とする株式取得

⑤結合後企業の名称

　変更はありません。

⑥取得した議決権比率

　企業結合前に所有していた議決権比率 0％

　取得後の議決権比率 99.7％

⑦取得企業を決定するに至った主な根拠

　当社が現金を対価として、株式を取得したことによるものであります。

　（２）四半期連結累計期間に係る四半期連結損益計算書に含まれる被取得企業の業績の期間

　　　2026年６月30日をみなし取得日としているため、貸借対照表のみを連結しており、当第１四半期連結累計期間に係

　　る四半期連結損益計算書に被取得企業の業績は含まれておりません。

　（３）被取得企業の取得原価及び対価の種類ごとの内訳

　（４）主要な取得関連費用の内容及び金額

　　　アドバイザリー費用等　　　　　  14百万円

　（５）発生したのれんの金額、発生原因

　　①発生したのれんの金額

　　　976百万円

　　　なお、のれんの金額は、当四半期連結会計期間末において取得原価の配分が完了していないため、暫定的に算定

　　された金額です。

　　②発生原因

　　　主として今後の事業展開によって期待される将来の超過収益力から発生したものです。

　　③償却方法及び償却期間

　　　投資効果の発現する期間で均等償却する予定です。なお、償却期間については算定中です。
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